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はじめに

．大学全入時代を迎えた現状を鑑みると、高等教育への進学者は大変幅広い選択肢を持っており

ます。万人向けの進学先はありません。だからこそ、自分にあった進学先を選択することが重要

かと存じます。高等教育に進学することが可能な方には、さまざまな選択肢を比較検討した上で

先をじっくり考えていただきたい、そして微力ながらもそのお手伝いができたらとの想いからこ

の「高校生が学ぶ大学の講義」を作成しました。

　本学には、毎年多数の高校生が訪問されますが、今後、さらに高等学校に本学をご利用してい

ただくために、本学から教員・学生を高等学校に派遣するタイプの講義・ワークショップについ

ての“サンプル”として、　「高校生が学ぶ大学の講義」を配布させていただきます。サンプルと申

しましたのは、ここであげられている講義・ワークショップ以外にも、ご相談に応じてさまざま

な内容・形式の授業を捉供することができるためです。このパンフレットをご覧いただき様々な

ご希望・アイディァをいただければ、幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟国際惰報大学広報委員会

〆
llパンフレツトの使い方

姜1　　このパンフレットは、本学教員および学生が高等学校に出張して講義する

　　めのサンプル集です。
　　ここで紹介するサンプルは大きく3つに分類されてし、ます。
銭

　　　教員による講義として
窮

　　A　“大学”って何だろう1進路につし、て考える講義

　　B　大学の講義は面白し、1大学の講義を体験してみよう

学生1こよる授業として
C　国際交流インストラクター1学生によるワークショップ形式の授業

　それぞれの講義の特徴をこ理解し、ただくために、キーワードを設けました。

選択の際にこ利用くださし、。

　また、本学のコンピュータ演習では、学生がティーチングアシスタントを

行っております。これを応用し、教科「情報」の授業に学生をティーチング

アシスタントとして派遣することも可能です。

　このようにこ紹介したサンプル以外に様々な組み合せやアレンジが可能です。

こ要望やアイディアをいただき、こ相談させてし、ただきます。
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囚“大学bて何だろう進路について考える講義

　　　　　　　　自分で考えるちからを養う点にあると患います・よく言われるたとえとして・大学教育の真髄は魚

　　　　　　　　を与えるのではなく、魚の鉤o方を教えることです・大学では・知識を蓄積することばかoでなく・

　　　　　　　　自分で生涯学びつづける方法と習慣を身につけることが重要になってきま乱この講義では、そ

　　　　　　　　のために大学ではどのような授業をしてし、るかを紹介します。

高橋　正樹岬㎜A∫〃〃伽血肋
情報文化学科教授

経　　歴11981年　申央大学法学部政治学科卒業

　　　　　1990年　中央大学大学院法学研究科政治学専攻博±後期課程満期退学

　　　　　タマサート大学（タイ〕客員研究員

専門領域1政治学・東南アジア研究

　　　しょうか。大学を卒業すると、「学士号」がもらえ，生涯賃金も高卒よoは高くなるのですが・そんなことは大学1〔進学する本当の

　　　意昧ではありません。それじゃ、貿楮をとったり、高度な専門技術を身につ1プるために大学に行＜のでしょうか｛ちろん・それも

　　　進学のひとつの動機になりますが，そんなことも本当の理由にはなoません。資楮だけなら専門学校でもとることができるで

　　　しょう。これらのことに加えて、もっと重要な意義が大学にはあります。それをみなさんにお話ししたいと思L、ま乱「学問」が人

　　　生にどのよう1〔役に立つのか。たとえ「勉強」が苦手だった人でも、「学問」の喜ぴや面自さがわかるということや，これからやコて

　　　くる不確実な時代1〔生き抜いてゆ＜ための＜真の実力〉在身につけられるとしrうことなどもお話ししたしrと思コています。

　　　　　　　　　　　　佐々木　寛似∫AK1肋。洲

　　　　　　　　　　　　情報文化学科教授

　　　　　　　　　　　　経　　歴11990年立教大学法学部卒業

　　　　　　　　　　　　　　　　　1996年中央大学大学院法学研究科博±後期課程単位取得退学

　　　　　　　　　　　　　　　　　カリフォルニア大学バークレー校客員研究員

　　　　　　　　　　　　専門領域1政治学・平和学・国際関係論　※海外研修のため10月以降となります。

　　　す。なぜ虹の色の数が異なるのでしょうか。もちろん物理現象としての’虹一が地域によって異なるのではあOません旧私たちが

　　　　認識し、評価し、そして行動することは、物理法則ど情報「［よって影響を受けていま丸どんな一一情報Iの申で・人は・どのよう1こ

　　　　変わってし、くのか、さまざまな研究がなされてきましたが・まだほとんど解明されてしrません。

　　　　皆さん1ことって一楽しL、とき’というのはどんなときでしょうか。行為は一人一人バラバラですが・共通点があるとLrわれてし、ま

　　　　す。この共通点在見つけ出し、どんぽ情報＾の中だと、もっと楽しく、学んだり、働し、たOするコツについて考えてみましょう。

　　　　　　　　　　　　小宮山　智志（K0〃㎜〃3伽洲

　　　　　　　　　　　　情報システム学科准教授

　　　　　　　　　　　　経　　歴11994年中央大学文学部社会学科卒業

　　　　　　　　　　　　　　　　　1999年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博士後期課程単位取得退学

　　　　　　　　　　　　専門領域1社会学



新潟国際情報大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「はたらくということ」

大学に進学して学ぶことが、将来の目分の職業にとってどうし、う意味をもつのか、とくに、大学で

学んだ上で社会に出るとしrう選択をした場合、自分の将来に関する自分自身の考え方に、どのよ

うな深みを与えることができるのか、ひとつの考え方をお話しします。

’　●■

国’

　　　　　　　　臼井　陽一郎（σ8㎝肋肪。）

ll＆㍗養；駕臣篇簑葦㍍潮腱
、絆専門領域＝EU（欧州連舖升究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「SEとプ□グラマ」

情報を集めて、加工し分析して・活用するための仕組みを情報システムといいますが、この仕組みをコンピュータを使って作

り上げる技術者に、SE（システムエンジニア〕とプ□グラマがあOます。SEとプ□グラマの役割の違L、はどのようなもので

しようか。

情報システムを作O上げる（開発する〕ためにどのような仕事があるのかを理解し、そのなかでSEやプ□クラマがどんな仕

事をしてしrるのかを知O，SEやプ□グラマの仕事に興昧を持コてもらえたらよいと思Lrます。

とくに、SEの仕事をすると、コンピュータの知識1こ加えて会社の仕組みや経営に⊃し、ても理解してしrくことになOます。コン

ピュータを活用した、新しし、経営の仕組みを考えることのできるSEがこれからの1庸報社会には犬勢必要になOます。

’　●

竹並　輝之（㎜K酬〃m岬洲
情報システム学科教授

経　　歴11963年　慶鷹義塾大学工学部管理工学科卒業

　　　　　1965年　慶鷹義塾大学大学院工学研究科管理工学専攻修士課程修了

　　　　　1994年　（株〕東芝退職

専門領域1情報システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番行
「情報システムってなんだろう？」

’’情報’！・“システム’！という言葉は、世の申に溢れてしrます。どんな例が思しr浮かびますか？しrろしr

ろな例から、なんとなく意味がわかるような気もしますし、広く使われすぎてし、て、逆1こわからな

し、気もします。

本学にも’一情報システム学科’’という学科があOますが、よく誤解を受1プます。一見するとコン

ピュータだけを学ぶところだと思われがちです．この2つの言葉と、そしてこの2つが結びつし、た

“情報システム’’という言葉について、考えてみましょう。そしてなぜ「情報システム学」が、し、まの

社会1こ必要なのかも、考えてみましょう。

’　●　・

※担当は、情報システム学科教員となります。
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　　　　　　　　蕉影イ驚慧㌶㌃温㌃急1戦国1
　　　　　　　　はどうし、うことでしょうか？　お好きなメニューをお選びくださし、。

佐々木　桐子（舳8A〃肋。）
情報システム学科准教授

経　　歴11994年東洋大学経営学部経営学科卒業

　　　　　2001年名古屋大学大学院人問情報学研究科博±後期課程満期退学

専門領域1シミュレーション・目一L目目mingコンテンツの開発およぴ運用

1鴛欝㌶膿篇簑1讐1㌶ヲで臓生の函

山下　功（船〃州Hm1皿ω）
情報システム学科講師

経　歴11996年横浜国立大学経営学部会計・情報学科卒業

　　　　　1998年　横浜国立大学大学院経営学研究科修士課程修了

　　　　　1998年～2003年　ミツミ電機株式会社　経理部

専門領域1管理会計、原価計算

　　　的1こ販売や広告を展開してし、〈活動です。商晶を購入・利用する消費者の立場からみますと・商

　　　品・サービスを正しく評価し、選択するために・マーケティング活動を理解することが大切です。イ

　　　ンターネットを活用して消費者の情報を収集したり・新たな商晶を開発したoしている事例を具体

　　　的に取o上げながら、マーケティングにつし「て学ぴましょう口

、鮎

吉田　博（γ08〃1）A肋。洲）

情報システム学科准教授

経　　歴11966年東京工業大学理工学部経営工学科卒業

　　　　　1972年～1987年住友ビジネスコンサルティング株式会社

　　　　　　（現日本総合研究所）マーケティング事業部長

専門領域1地域・地場産業の振興と産官学の連携・非営利組織のマーケティング・起業

　　　　　ベンチャービジネス



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟国際情報大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号　＝●■
「地域ブランドと地域活性化」
新潟県内にはr魚沼産11ひか／」・r臓」1い一た地域の名前がついた商晶が数多／あ1国

ます。これらは一般に地域プランドと呼ばれておo、恵まれた目然環境や人々の優れた技や熱意

二亡蔦黒二国的に帥た一ている有名な地域ブラン／は棚のイ／一ジをア／国

自分達が住む地域を調べ全国的1こ誇れる商晶・サービスヘの関心を深めるとともに、広く知らせ

てし、くための広告活動や、新たな地域プランドづくoにつし、て共に考えてみましょう。

　　　　　　　吉田　博（γo∫〃Dλ肋。洲

　　　　　　　情報システム学科准教授

　　　　　　　経　歴11966年東京工業大学理工学部経営工学科卒業

　　　　　　　　　　　　　1972年～1987年住友ビジネスコンサルティング株式会社

　　　　　　　　　　　　　（現日本総台研究所）マーケティング事業部長

　　　　　　　専門領域1地域・地場産業の振興と産宮学の連携、非営利組織のマーケティング、起業・

　　　　　　　　　　　　ベンチャービジネス

「経営の基本一会社とわたしたちと経営学」　　　　　講義番号

電車やバスを使っての通学！教科書で勉強！携帯電話でメールにれらはみなさんの多くにあては

まることでしょユさて・わたしたちは、電車を運行したり携帯電話をつくコたりできるわけではあ

りません。こうしたモノをつくる、運営（運行〕する、販売する＜会社＞があって、＜わたしたち＞は

そうした会社から提供されるモノを使ったりしてしrるのです。この授業では、主1こ企業を対象1こし

た学問である〈経営学＞につし、て、以上に示したような身近な例をもとに紹介してし、きます。

大野　富彦（o舳0T。㎜舳。）

惰報システム学科准教授（博士　総合政策）

経歴1］993年明治大学法学部法律学科卒業
　　　　　1993年　株式会社富士総含研究所（現みずほ総合研究所、みずほ情報総研〕

　　　　　2001年株式会社ビー・リンク代表取締役

　　　　　2008年　中央大学大学院総合政策研究科総合政策専攻博士後期課程修了

専門領域1経営戦略論、経営組織論

「日本から工場がなくなる日一グ□一バリゼーションと国際政治経済一」 講義番号＝ ●・

今日、私たちが使用する日用雑貨や家電製晶の多くは中国製が占めてし、ます。あるしrはタイは日

本の自動車産業の一大生産拠点になって、世界に輸出してし、ます．このように，これまで途上国と

し、われた国々に日本から工場が移ってしほす。これは，一般にグ□一バ■」ゼーシ≡ンと呼ばれる国

際政治経済の変化による結果です。授業では90年代以降の国際政治経済の変化をグ□一バリ

ゼーションの観点から考えてし、きます。

高橋　正樹岬KA舳∫H川ω州
情報文化学科教授

経　　歴11981年　中央大学法学部政治学科卒業

　　　　　1990年　申央大学大学院法学研究科政治学専攻博士後期課程満期退学

　　　　　タマサート大学（タイ〕客員研究員

専門領域1政治学・東南アジア研究
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　　　のためにみんなで力をあわせて艮い国を作ることのように語られる建国は・同時にネイティブ・ア

　　　ニ㍑（二ご㌶黒惹㌶鴬㌫二漂鴛鴛劃鴛臆国
　　　を経て、今のアメリカ社会がどのようになってしrて、何が問題とされてしrるのか。人種問題や政治

　　　の仕組みなどのわかりやすし、解説と一緒に考えます。

　　　　　　　　越智　敏夫（oC〃r。洲。）

　　　　　　　　情報文化学科教授

　　　　　　　　経　　歴11986年立教大学法学部卒業
　　　　　　　　　　　　　1992年慶鷹義塾大学大学院法学研究科政治学専攻博±課程単位取得満期退学

　　　　　　　　　　　　　2002～2003年ニューヨーク大学招璃研究員
rへ屈専門領域政治学、ア刈カ政1台㌔現代思想

㌶㌶鴛鴛し話を胤キーワー鵬ドイツ統「東欧革国

　臼井　陽一郎（ぴ∫σ〃。j。肋。）

　情報文化学科教授

1経　歴11989年早稲田大学社会科学郡卒業
1専門領域1楓連二篇大学大学院経済学研究科博士課程単位取与号退学

　　　いるのか。石油バプルはいつまで続くのか。□シア人はどうして貯金をしなしrのか■00以上しr

　　　る民族はどのようにして共生してし、るのか。どうしてチャイコフスキーの曲は常軌を逸してしrるの

　　　か。たった4つの小さな島を返してくれなしrのはなぜなのか…こうしたもろもろの謎をつうじτ

　　　□シアの素顔に迫ってみよう。

邊1池田　嘉郎（1畑D〃。∫肋。）

　　情報文化学科議師（博±　文学〕

　　経　　歴11994年　東京大学文学部西洋史学科卒業

　　　　　　　2005年　東京大学大学院人文社会系研究科博士課程修了

　　専門領域1□シア史



新潟国際情報大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番万
「つきあし、方のしくみ」

一’ゲーム’’を通して「つきあし、方」を科学することを紹介します。自分勝手な人と、つきあうにはどう

したら良Lrだろうか。身近なし、じめ問題から地球規模の環境問題まで、一人ひとりが協カすれば

解決することはわかってし、るのに、実際にはなかなか解決できません。原因を探ってみましょユ

つきあし、方を科学するための道具として、ゲームを導入します。このゲームは、アメ1」カの研究者

□バート・アクセル□ツドが世界の研究者に呼びかけ、トーナメントを行なったゲームを参考にして

しはす。ゲームを行し、、そしてつきあし「方につし、て考えてみましょう。

一　　　●

国’

小宮山　智志（Ko〃㎜舳∫伽肋
情報システム学科准教授

経　　歴11994年中央大学文学部社会学科卒業

　　　　　1999年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博士後期課程単位取得退学

専門領域1社会学

は、国家が国際法上の違法性を帯ぴる行為をした場合1こおける、国際法上の国家責任体系につ

し、て学びたし、と思し、ます。

熊谷卓（Kσ〃一G〃肋皿）

情報文化学科准教授

経　　歴11991年　甲南大学法学部法学科卒業
　　　　　2000年　広島大学大学院社会科学研究科後期博士課程法律学尊攻単位取得退学

専門領域1国際法学

　　　か。家庭内と家庭外の労働分担比率に関する学生や社会人にお願しrしたアンケート調査の結果、

篇欝鴛；蕊．驚慧独㍊講義し何1そ固

安藤　潤（舳D0伽〕
情報文化学科准教授

経　　歴11992年早稲田大学政治経済学部経済学科卒業

　　　　　2000年早稲田大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得修了

　　　　　中央大学経済研究所特別研究員（2002年10月～〕

専門領域1防衛経済学、行動経済学
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蟄影驚蟻概．、ついて具体的な映橡在見ながら何をすぺきかを解説しま乱圏

　　　　③インターネッ／社会の脅威と情報セキュ1」ティを学㈹ウイルスと不正アクセスllついて具体搬鰯ながら胸ぺきか襯嚇

　　　　④加害者1こなら帥ためにコンピュータによる犯罪行為、不法行為1〔つ／rて映鰯ながら胸べきか襯し就

　　　　⑤インターネツト社会の著作権11ついて、著作権樵する行為に対して映髄見ながら胸ぺきか欄します皿

　　　　　　　　　　　　岸野　清孝（〃∫HWo的。伽庇。）

　　　　　⑫　　　　　　　　　　　　情報システム学科教授（博士　工学〕

　　　　　　　　　｝　経　　歴11972年京都工芸繊維大学工芸学部生産機械工学科卒業

　　　　　　㌧　’’脅’’　　　　　　　1974年京都工芸繊維大学大学院工芸学研究科生産機械工学専攻修±課程修了

‘氾　　　　　　　　　　　　　　　　　2002年株式会社日立製作所システム事業部産業一流通システム本部長

　　　　　　　　　　　　専門領域1倫理、情報セキュリティ、著作権、個人情報保護

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回

　現代の1T社会は、デジタルを墓本に成立してしrま丸デジタルとしrう言葉の意味は辞蓄で調べるこ

とができますが、実社会のlT化とどう関連してしrるのか、結ぴつかないという人も少なくありません。

　この講義では、アナ□グとデジタルの説明と，デジタルがなぜ有利なのか・また・デジタル情報が・パ

ソコンやマルチメディア機器のなかでどう扱われてしrるのかを解説し・さらに、デジタル情報であるか

らこそできるものとして、映画の特殊効果などへの適用事例も紹介します。

　なお、この講義は、教室で、パワーポイントで作成した教材をプ□ジェクタを使ってスクリーン1こ投影

して行う形態をとります。

　　　　　　　　桑原　悟（Kσ㎜H畑パ切舳）

　　　　　　　　情報システム学科教授

　　　　　　　　経　　歴11981年東京農工大学工学部数理情報工学科卒業

古　　　　　　　　　　　1983年東京農工大学大学院工学研究科修了

　　　　　　　　　　　　　　1983年～2000年1三菱電機株式会社情報システム技術センタ専任

　　　　　　　　専門領域1情報システム構熱情報セキュ∪ティ

集めて分析して、それ1・基づき作戦を立てて試台を有利1・進めているプ□野球チームなど1欄を活用している典型的鰯凧

このような、情髄集めて、加工し分析して、活用するための仕組碗情報システムと」1脚皿情報システムを考えるのは人問ですが・その

実現にはコンピユータが大きな役割を担っています。情報システムの中での、人闇とコンピュータの役割について考えて財し息

　　　　　　　　竹並　輝之（皿K酬刈〃τ。岬洲

　　　　　　　　情報システム学科教授

　　　　　　　　経　　歴11963年　慶鷹義塾大学工学部管理工学科卒業

　　　　　　　　　　　　　　1965年　慶鷹義塾大学大学院工学研究科管理工学専攻修士課程修了

　　　　　　　　　　　　　　1994年　（株）東芝退職

　　　　　　　　専門領域1情報システム



新潟国際情報大学

「電気通信の始まり」　　　　　　　　　　　　　　講義番号

現在は1情報通信網の発達したlTC社会です。この通信の始まOにつし、てどのような人の努力に

よってできたのか勉強します。電信のモールス、電話のベル、無線のマルコー二とし、った名前を

残した発明家の他にも多くの人々が競し恰⊃ています。19世紀後半から20世紀初頭の、現在1こ

比べ理解しやすしr発明を通して、開発競争の歴史を勉強します。

国目一

「電波の使われ方」　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

電波は電線が無くても情報のやりとりができるため大変便利です。身近なところでは携帯電話や

テレビラジ才の放送1こ使われてしrます。しかし、大勢のひとが効率よ＜使えるようにしrろし、ろな工

夫がされてしrま丈携帯電話やデジタル放送の電波をスペクトルアナライザで見ながら、電波が

どのように使われてし、るかを勉強します。

　近藤　進（K0WD08。皿砒㎜。）

　情報システム学科教授（博士　工学〕

経　　歴1

専門領域1

1972年新潟大学工学部電子工学科卒業

1972年～2001年日本留信電話株式会社（元日本電信電話公社〕研究所

光ファイバー伝送用各種デバイスおよび結晶成長

「情報検索～検索エンジンの使い方～」　　　　　　　講義番号＝
・…」・や・目…など普段何気な／使一ている検索エンジンで棚答件数1嚇て最初国司

の10件程度を閲覧するだけの場合が多しrと思しrます。しかし検索エンジンには詳細検索や検索

二㌫鳩焉警鴛黒鰐鴛虻鳳諜驚隻黒簑o
克この講義ではAN0．0Rなどの基本的な検索の概念と実際の使用方法を紹介し効率的1こW目

b情報を検索する方法を学びます。

高木　義和（〃κκ1灼皿倣仰〕
情報システム学科教授（農学博±）

経　　歴11973年京都大学農学部食晶工学科卒業

　　　　　1973年～1996年日本たばこ産業株式会社（入社時は日本専売公社）

専門領域1有効な構報発信、情報受信、情報管理、情報解析等
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「ネットワークアーキテクチャ～社会を支えるネットワークを理解しよう～」
講義番万　＝　・

現代の社会を支えてしrる情報ネットワーク。皆さんは、このネットワークがどのように成り立ち、役

害1」を果たしてし、るか知ってし、ますか。この講義では、ネットワークを構成してし、るモノたち（ネット

ワーク機器〈八一ドウェア〉、約束事く通信プ□トコル〉、ネットワーク関連アプ1」ケーシ≡ン〈ソフト

ウェア〉）1こ関して実物や実例を用し、て紹介し、わかりやすく解説してしrきます。

「ソフトウェア開発～ソフトウェアという「モノ」の作り方について～」　講義番行

ソフトウェアとは、コンピュータを動作させる手順や命令をコンピュータが理解できる形式で記述

したものです。ソフトウIアと呼ばれるものは、ワープ□や表計算ソフト、ゲームなどの馴染み深

しrものから、家電、携帯電話などに組み込まれてし、るもの、現代社会を支える情報システム上で

動作するものと多岐にわたります。これらを、誰が、何を考えて、どのような方法で開発してし、る

のかを、わかりやすく説明します。

一　　　●

石川　洋（13〃Kλ㎜肪。洲
情報システム学科准教授（博士　情報科学〕

経　歴11986年静岡大学理学部数学科卒業
　　　　　1998年　北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科†専±後期課程修了

　　　　　1998年　福山大学工学部情報処理工学科助手

　　　　　2007年　福山大学人間文化学部メディア情報文化学科専任講師

専門領域1ソフトウェアエ学（形式仕様記述・検証、ソフトウェア開発〕

「人工知能」　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号

人工知能とは、］ンピュータ1こ「知能」を持たせる技術のことです。「知能」を持たせるためには、

その基になる「知識」をコンピュータに蓄積しなければし、けません。「知識」をどのように表現して

］ンピュータ1こ覚えさせるか、またそれをどう利用するかにつし、てこの授業では学びます。また、

近年の人工知能を応用した様々な技術（例えばユビキタスコンピューティング〕1こつし、ても紹介

します。

中田　豊久（MK＾Dλ伽。肋血）

情報システム学科講師（博±　知識科学〕

経　　歴11993年　東京工科大学機械制御工学科卒業

　　　　　1993年　NEC□ボットエンジニア1」ング株式会社

　　　　　2003年　株式会社本田技術研究所

　　　　　2006年　北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科博±後期課程修了

専門領域1ユビキタスコンピューティング、機械学習
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新潟国際情報大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「人問の情報処理」

近年・みなさんが使ってし、るコンピュータの性能は、著しく進化してし、ます。それでも、私たちが

普段・普通1こ行ってし、る行動を］ンピュータや□ボットに行わせることは、大変難しし、ことです。そ

う、私たち人間は、気付しrてし、なし、けれども、どんなに高性能なコンピュータでさえも持つことが

できなしr柔軟な情報処理システムと学習能カを有してしrます。そこで、この授業では、認知心理

学での研究を紹介しながら、人問の様々な情報処理特性を説明します。

「ココ□の不思議」　　　　　　　　　　　　　　　講義番万

みなさんは・日常生活の中で・「何でこんなことをしてしまうのだろう」って思うことありません

か？例えぱ・普段机の整理なんかしなし、のに、試験前、時間がなし、ときに限って机の整理を始めた

り、さっきまでお腹一杯だったのに周oの人がおしrしそうに食べてし、るとつし、つし喰べてしまった

りなど・考えてみると意外にたくさんの不思議な行動が出てきたりします。実は、そこには人間の

ココ□の仕組みが関係してしrるかもしれません。この講義でその人問のココ□の不思議を少しだ

け見てみましょう。

二瀬　由理（〃〃o鵬畑）

情報システム学科准教授（†尊士　文学）

経　　歴11993年　九州大学文学部哲学科心理学専攻卒業

　　　　　1999年　九州大学大学院文学研究科心理学専攻博士課程修了

　　　　　2002～2007年3月　福岡大学工学部電子一1青報工学科知能工学助手助教
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　　　（健康・体カ〕のこと在よく知りません。多くの国民がたまたま健康であコたとか、体調が悪くなったら病院に行けばよL、、と

　　　㌶楓器瓢ζ鴛1簑膿鳩鴛：泄沈匿圏
　　　人）を生き抜かなければならなL、若し、世代の皆さんに大きな負担がかかってくるのは目に見えています。このことだけを

　　　考えても、国民が身体のことを学ぴ、健康体力づくOを実践することに意義があることは容易に理解できるのではないで

　　　しょうか。この講義では，なぜ健康体カづくりが必要か、また効果的な運動トレーニングの方法などにつし、て解説します。

　　　　　　　　　　繋藤瀬　武彦（Fσ〃3E倣舳。）
一（1漂報／㌫鴬田慧育学部教育学科体育学専修卒業

　　　　　㌣畷専1領域＝騰耕瀧禰辮職叡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号
「実験結果に見るあなたの［今］と［将来］」

「今が楽しければそれでしrい！！」とか「老後の生活も大切だ1プど、人間は若し、うちが筆」とし、う人も

しrるでしょう。また、逆に「年金も不安だし、将采、万が一の事態が発生したときのため1〔お金は貯

めておかなければ」としrう人もし、るでしょう。この授業では簡単なアンケート調査を実施し、その

結果をもと1こしてあなたの今と将来につしrて考えます。

安藤　潤（柵D0J蜆刑）

情報文化学科准教授

経　　歴11992年早稲田大学政治経済学部経済学科卒業

　　　　　2000年早稲田大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得修了

　　　　　中央大学経済研究所特別研究員（2002年10月～）

専門領域1防衛経済学、行動経済学
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新潟国際情報大学

　　　的1こも見る人を楽しませてくれます。そんな、シミュレーシ≡ンの世界に一歩足を踏み入れてみま

　　　鳥鴛㍑鴛ぽ㌶㌶篶票鷺叢二鴛㌫国
　　　乱パソコン上1こ再現したバーチャル空間を見ながら、分かりやすく解説してし、きます。

「生産システムシミュレーション」　　　　　　　　　講義番号

この講義は、コンピュータ上に出現したバーチャルエ場を舞台1こ話は展開されます。材料が運び

込まれ、機械が動き出し、しrくつかの工程を経て、物が完成する、そんな流れをまずは「見て」理解

します。

さらに、・この工場に潜む問題は？・その問題を解決するには？・1つでも多く作るには？・1秒でも

早く作る1こは？このような様々な疑問1こ挑んでしrきます。さて、しrしr答えが見つかるでしょうか？

参加者みんなで考えてし、きましょう。

佐々木　桐子（3AMK〃。是。）

情報システム学科准教授

経　歴11994年東洋大学経営学部経営学科卒業
　　　　　200／年名古屋大学大学院人問情報学研究科博±後期課程満期退学

専門領域1シミュレーション・目一L目目rni□gコンテンツの開発および運用

「新潟平野の生い立ち」　　　　　　　　　　　　　講義番号

皆さんが毎日踏みしめて生活してし、る新潟平野。とっても平らです軌どうしてこんなに平らなの

でしょうか？考えてみたことはありますか。新潟平野は信濃川や阿賀野」1」が運んできた土砂が厚

く堆積してできてし、ることはこ存知だと思し、ます。しかし、ほんの2万年弱遡ると、今のような平

野は存在せず、信濃」llや阿賀野」llは深さ100m以上にも及ぷ峡谷をつくって流れてし、たと考え

られてし、ます。その峡谷はどうなってしまったのでしょうか？この講義では、少し自然の歴史をさ

かのぼって地殻変動と気候変動の両画から新潟平野の生しr立ちを考えてみたし、と思し、ます。

「北緯80度一極地の自然」　　　　　　　　　　　講義番号

北緯80度ってしrったし、どのあたりでしょうか？北極圏としrう言葉を知ってし、るでしょうか？北極

には南極のような大陸があるのかな、それとも海だったかな？人はし、るの？？？北極というところ

がどんなところなのか知ってし、る人はあまoしrなし、と思しrます山かし、私たちの日常生活は北

極という存在がし、ろし、ろなことで関係してしrます。既に北極は遠し泄界ではなくなりつつありま

す。この講義では北極の自然の特徴を探り、その姿を紹介します。

澤口　晋一（M㎜GσC〃8由肋一肋）
情報文化学科教授（博士　地理学〕

経　　歴11983年　明治大学文学部史学地理学科地理学専攻卒業

　　　　　1992年　明治大学大学院文学研究科地理学専攻博±後期課程単位取得

　　　　　アラスカ大学フェアバンクス校客員研究員

専門領域1自然地理学
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義番号　＝　・
「ココ□を探る“行列’’の不思議」

行列噺固有鯛有べl／ルについて習いませんで！たか・行列は人・の好脇国

て、本当に喜ばれる製晶を考えるときなど、社会で大変活用されてし、ます。複雑な関係の中から

箒鴛軌て鴛㌶鴛膿驚会1：黒蔦鷺国
ません。そしてその背後にある、本人も自覚してし、なしr潜在的な好みの傾向性を読み取ること

が、固有値・固有ベクトルを使うことで、できるのです。皆さんの好みに関する簡単なアンケートを

実施してもらし、、実際1こ傾向性を読み取ってみましょう。

　　　　　　　小宮山　智志（K0〃】州〃8蜆伽〃）

　　　　　　　情報システム学科准教授

　　　　　　　経　　歴11994年中央大学文学部社会学科卒業

　　　　　　　　　　　　　1999年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博士後期課程単位取得退学
‘専門領域＝社会学

「正しい命題のつくり方、正しい推論のすすめ方」
講義番号

私たちは、言葉や活字を介してしrろんな情報を得てし、ますが、その正誤は自分で判断する必要が

あります。本講義では、正ししr命題（主張）のつくり方、および複数の命題から新たな命題を正しく

推論する仕方を考えます。

楓

石井　忠夫（1脱∬τ肋。）

情報システム学科准教授（博±　情報科学）

経　　歴11980年山形大学工学部電子工学科卒業

　　　　　1994年日立製作所（株〕退社

　　　　　　　　2000年北陸先端科学技術大学院大学情報処理学専攻博士後期課程修了

　　　専門領域　非標準論理、特にnOn－F唱g髄nlogloの体系の研究構成的型理論に基づ」rたソフトウェア発展機構の研究

「数学は生活の身近なところに存在する学問！」
講義番号　＝

小学校で算数、中学校で数学を学び、数学嫌しrになった生徒は年々増加傾向にあります。私もそ

の1人でした。数学は決して無味乾燥な学問ではあOません。数学には「数」と「量」としrう概念が

あoます。人が生きてし、く上で、「数」より「蟹」が大切であることも多くあります。「蚤」とは、長

さ、体積，重さ、面積、密度、時問、物理量1こ出て＜る力、運動董、速度、加速度、エネルギーなどで

す。さら1こ、社会科学的な蜜として人口、国の広さ、人□密度あるしrはGNP、環境問題に出てく

るppmなども広義の量です亡この量とし、うものを体系的1こ学んでしrくことによO、数学の世界は

無限1こ広がり、興味ある存在になるはずです。

白井　健二（∫〃R舳吻’）

情報システム学科教授（博士　工学）

経　　歴11973年　立命館大学理工学部雷気工学科卒業

　　　　　1975年　立命館大学大学院理工学研究科電気工学専攻修士課程修了

　　　　　1992～2008年　（株〕情報工房代表取締役
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　　　　　文部科掌省「現代的教育；一ズ取組窒鑑プ1コグラム傾代餅〕」（2007隼度〕採択

　　　　国際交流インストラクター（学生）によるワークショツプ授業

　「参加型ワークショップ」という手法を使って、小・中・高校生に世界の現

状を伝え、真の異文化理解や国際理解とは何かということをともに考えて

いく取組みです。このワークショップの特徴は、従来の講義形式の授業と

は異なり、より生徒に近い目線を持つ大学生インストラクターがオリジナリ

ティあふれるゲームや劇を創作しながら、楽しくかつ真剣に世界について

語り合うという点です。

　なお、この試みは2007年10月より文部科学省「現代的教育二一ズ取組

支援プログラム（現代GP）」に採択されました。

※国際交流インストラクター

　平成17（2005〕年度よO（財）新潟国際交流協会や国際協力機構（JlCA〕の協力も得て、インスト

　ラクターの研修を終了し、新潟国際交流協会の認証を受けた本学の学生。

2008～2009年度国際交流インストラクター派遣校一覧
■小学校

新潟市立赤塚小学校　　新潟市立真砂小学校　　加茂市立下条小学校

新潟市立割野小学校　　新発田市立東豊小学校　　阿賀野市立水原小学校

新潟市立巻南小学校　　新発田市立猿橘小学校　　上越市立南本町小学校

新潟市立満日小学校　　長岡市立島田小学校　　上越市立大和小学校

■中学校

新潟市立二葉中学校　　新発田市立加治川中学校　　三条市立第二中学校

●高等学校

県立新潟コ〔業高等学校　　市立万代高等学校　　県立新津工業高等掌校

小千谷市立岩沢小学校

見附市立新潟小学校

五泉市立村松東小学校

胎内市立中条小学校

三条市立大崎中学校

県立翠江高等学校

ワークショップのテーマ

■「多文化一Po畠itive」グループ（テーマ：世界のI　l。・e　y㎝、世界の結婚式〕

■「食から見るショックな世界」グループ（テーマ1食でショッキング、W且te・で笑えない語）

●「チームどうぶつえん　　子どもと○○」（テーマ世界の時間割、学校に行けない子どもたち）

■「環境間題　　世界一周の旅」（テーマフラックバスによろしく、ツバルが沈む岬〕

■「世界の光と陰一消えない貧困」（テーマ：ストリートチルドレンから見える世界、Th・t’呂☆貧困）

■「遼くて近い世界一日常生活の違い」（テーマ：世界の家庭みいつけた、血塗られたダイヤモンド）

2007年8月21日（火〕　　　　　　≡

本学NUlSLlVE体験ワークシ目ツプにて圭



申込み方法

1．本学総務課までご連絡下さい。ご希望の講義についてご相談させて

　いただきます。

TEL：025－239－3111　FAX1025－239－3690　E－mail＝somu＠nuis．ac」p

犬
学＝

2．講義内容・講師のスケジュール調整後、大学よりご連絡させていた

　だきます。

3．正式な講師派遣依頼書を郵送下さい。

　必要であれぱ右頁の依頼書をお使いください。

　　（1）宛先　新潟国際情報大学長　平山征夫

　　（2）内容

　　　　　・日時・会場・対象者・講義番号・講義名（テーマなど）・

　　　　　　講師名・費用　　　　　　　　　　※費用は原貝11として無料です。

4．回答文書を送付いたします。

大学見学会（学部・学科の説

明、施設見学、食堂利用）に随

時対応しております。オープン

キャンパスや模擬講義もぜひご

活用ください。

詳細およびお申し込みは、右記ま

でお問い合せください。

お問い合わせ

ξ萎新潟国際情報大学総務課

950－2292新潟市西区みずき野3丁目1番1号

TEL．025－239－3111　FAX．025－239－3690

E－mail1somu＠nuis，ac．jp
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